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光
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五
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長
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』
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『
明
日
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
？

中

野

和

典

一

自
作
解
説
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か

―
過
去
の
「
再
現
」
と
未
来

の
「
展
望
」

井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
は
一
九
八
二
年

二
月
に
発
行
さ
れ
た
「
使
者
」
第
一
二
号
（
最
終
号
）
に
発
表
さ
れ
た

。
(1)

楠
田
剛
士
が
〈『
明
日
』
は
、
戦
争
末
期
の
平
凡
な
日
常
生
活
の
細
部
を
描

い
た
こ
と
や
、
原
爆
投
下
の
前
日
を
再
現
す
る
こ
と
で
核
時
代
の
「
今
日
」

を
描
く
と
い
う
着
想
な
ど
が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
井

上
光
晴
が
単
行
本
の
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
〉
と

指
摘
し
た
通
り

、『
明
日
』
の

(2)

読
み
方
の
大
き
な
枠
組
み
を
作

っ
て
い
る
の
は
〈
私
は
可
能
な

限
り
あ
り
の
ま
ま
の
八
月
八
日

を
再
現
し
よ
う
と
試
み
た
〉、〈
一

九
四
五
年
八
月
八
日
の
長
崎
は
、

初出誌表紙

一
九
八
二
年
の
今
日
、
一
九
八
Ｒ
年
八
月
八
日
の
「
明
日
」
に
そ
の
ま
ま
通

じ
る
〉
と
い
う
井
上
光
晴
に
よ
る
自
作
解
説
（
あ
と
が
き
）
で
あ
る

。
こ

(3)

の
よ
う
な
枠
組
み
に
従
う
形
で
、〈
井
上
光
晴
の
意
図
が
八
月
九
日
の
「
ナ

ガ
サ
キ
」
の
前
日
で
あ
る
八
月
八
日
を
描
き
、
そ
こ
に
熱
核
戦
争
四
分
前
の

現
在
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
以
上
、
私
た
ち
は
否

応
な
く
三
十
数
年
前
と
そ
れ
以
後
の
〈
ナ
ガ
サ
キ
・
八
月
九
日
〉
を
想
定
し

て
こ
の
小
説
を
読
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
の
『
明
日
』
と
い
う
作
品
の
特
徴
と
最
大
の
面
白
さ
が

あ
る
〉（
黒
古
一
夫
・
一
九
八
三
）

、〈
こ
う
い
っ
た
抒
情
詩
の
よ
う
な
記
述

(4)

に
よ
っ
て
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
は
ご
く
平
凡
な
時
間
を
生
き
て
き
た
人
間
の

重
さ
が
、
最
大
限
に
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
る
〉（
松
本
健
一
・
一
九

八
四
）

、〈
亡
ぼ
さ
れ
る
の
は
人

(5)

類
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
つ
ま
り
一
九
四
五
年
八
月

六
日
、
九
日
に
起
こ
っ
た
こ
と
は

初出冒頭部
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四
十
年
前
の
こ
と
で
は
な
く
て
、

未
来
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
と
ら
え
る
視
点
、
こ
れ
が

こ
れ
か
ら
原
爆
文
学
に
出
て
こ

な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
井
上

光
晴
の
「
明
日
」
は
や
は
り
そ

う
い
う
意
味
で
は
一
つ
の
新
し

い
試
み
だ
と
い
う
気
が
す
る
〉（
中
野
孝
次
・
一
九
八
五
）

、〈
戦
争
末
期
の

(6)

一
日
の
光
景
を
非
常
に
よ
く
出
現
さ
せ
て
い
る
〉（
秋
山
駿
・
一
九
八
六
）
(7)

と
い
っ
た
解
釈
が
示
さ
れ
て
き
た
。
い
か
に
長
崎
原
爆
の
前
日
（
過
去
）
を

再
現
す
る
か
、
そ
の
再
現
か
ら
い
か
に
一
九
八
二
年
以
降
の
明
日
（
未
来
）

、
、

を
展
望
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
『
明
日
』
を
読
む
と
き
の
枠
組
み
と
し
て

、
、

働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

長
崎
原
爆
の
前
日
（
過
去
）
の
再
現
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
晴
が
自
作
解

説
に
お
い
て
〈「
爆
心
地
町
域
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
岡
町
の
市
電
停
留
所
前

に
は
巡
査
駐
在
所
と
製
材
所
が
並
び
、
物
置
の
隣
り
に
閉
じ
た
チ
ャ
ン
ポ
ン

屋
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
深
堀
道
場
に
面
し
た
小
路
を
上
が
る
と
、
原
田
、
平

尾
、
村
上
、
端
迫
、
坂
本
の
表
札
を
掲
げ
た
家
が
軒
を
接
し
、
街
道
を
挟
ん

で
北
尾
漬
物
屋
、
木
村
米
屋
、
深
堀
酒
屋
、
池
田
食
堂
、
楠
本
提
灯
屋
、
果

物
店
、
下
駄
屋
な
ど
の
看
板
が
か
か
っ
て
い
た
〉
な
ど
と
語
っ
て
お
り
、
こ

の
記
述
は
長
崎
国
際
文
化
会
館
が
発
行
し
て
い
た
「
被
災
地
復
元
図
」（
一

九
七
五
）
と
一
致
し
て
い
る

。
楠
田
剛
士
は
『
明
日
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
や

(8)

本
文
や
「
あ
と
が
き
」
で
直
接
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
長
崎
の
証
言
・
５
」

（
一
九
七
三
）
・「
長
崎
の
証
言

１
９
７
１
」（
一
九
七
一
）
・「
忘
れ
な
草
第

三
号
」
（
一
九
七
〇
）
・
『
長
崎
原
爆
戦
災
史
（
正
し
く
は
『
長
崎
原
爆
戦
災

初版書影

誌
』

―
中
野
注
）

、第
二
巻
』
（
一
九

七
九
）
と
、
井

上
が
参
照
し
た

と
推
察
さ
れ
る

「
被
災
地
復
元

図
」（
一
九
七
五
）

な
ど
を
調
査
し

た
上
で
、〈
井
上

に
よ
る
資
料
の

選
択
も
、
著
者

や
手
記
が
重
な

り
合
っ
て
い
く

一
九
七
〇
年
代

前
半
の
復
元
運

動
の
文
脈
に
お

い
て
理
解
さ
れ

る
だ
ろ
う
〉
と

指
摘
し
、『
明
日
』
と
長
崎
に
お
け
る
爆
心
地
復
元
運
動
（
被
爆
前
の
状
況
の

調
査
運
動
）
と
の
関
係
の
深
さ
を
実
証
的
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
楠
田
は

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
〈
井
上
が
広
島
・
長
崎
の
運
動
の
方
法
に
倣
っ
た
と

い
う
よ
り
も
、
爆
心
地
復
元
の
試
み
に
お
い
て
〉
は
〈「
一
人
一
人
」
に
、

「
一
軒
一
軒
」
に
執
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
う
〈
方
法
が
必
然
的

に
招
き
寄
せ
ら
れ
る
〉
の
で
あ
り
、〈
小
説
の
下
敷
き
と
い
う
接
点
以
上
に
、

こ
う
し
た
「
再
現
」
へ
の
態
度
の
強
度
に
お
い
て
通
底
す
る
の
で
あ
る
〉
と

「被災地復元図」（「岡町」部分・中野加工）

『原爆被災復元調査事業報告書（別冊） 昭和45年度―昭和49年度』

（長崎市長崎国際文化会館、1975・3）
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論
じ
、
再
現
（
復
元
）
と
い
う
方
法
が
伝
播
し
た
と
い
う
よ
り
は
一
致
し
た

の
だ
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る

。
(9)

一
九
八
二
年
以
降
の
明
日
（
未
来
）
の
展
望
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
年

に
『
明
日
』
が
文
庫
化
さ
れ
る
際
に
、
井
上
自
身
が
〈
九
州
西
域
の
原
子
力

発
電
所
を
主
題
に
し
た
小
説
を
書
き
進
め
て
い
く
途
中
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
の
事
故
が
伝
え
ら
れ
て
、
私
の
ペ
ン
は
全
く
動
か
な
く
な
っ
た
〉、〈
う

た
が
い
も
な
く
〝
今
〟
こ
の
現
在
、
人
間
の
立
っ
て
い
る
場
所
が
そ
こ
に
は

明
示
さ
れ
て
い
る
〉（
井
上
光
晴
・
一
九
八
六
）
と
「
あ
と
が
き
」
に
書
き
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て

、『
明
日
』
に
描
い
た
長
崎
原
爆
の
前
日
を
核
戦
争

(10)

の
前
日
だ
け
で
な
く
、
原
発
事
故
の
前
日
に
接
続
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

加
筆
は
一
九
八
六
年
四
月
に
〈
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
爆
の
事
故
〉
が
起
こ
り
、

同
年
七
月
に
『
明
日
』
が
集
英
社
文
庫
と
し
て
再
刊
さ
れ
、
同
年
七
月
と
八

月
に
井
上
が
〈
九
州
西
域
の
原
子
力
発
電
所
を
主
題
に
し
た
小
説
〉『
西
海

原
子
力
発
電
所
』
を
「
文
學
界
」
に
発
表
す
る
と
い
う
出
来
事
の
連
な
り
の

中
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
を
経
て
か
ら
は
〈
絶
望
的
な
ま
で
の
福
島
原
発
大
事
故

が
発
生
し
た
現
在
、
再
版
さ
れ
た
「
明
日
」
は
三
度
目
の
重
す
ぎ
る
意
義
を

帯
び
た
〉（
秋
沢
陽
吉
・
二
〇
一
五
）

、〈
た
と
え
核
戦
争
が
起
き
な
く
と
も

(11)

原
発
事
故
は
起
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
々
薄
氷
を
踏
ん
で
生
き
て
い
る
、
と

言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、「
明
日
」
は
わ
が
身
な
の
で
あ
る
〉（
河

村
義
人
・
二
〇
一
八
）

と
い
っ
た
論
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(12)

井
上
は
長
崎
原
爆
の
前
日
を
核
戦
争
だ
け
で
な
く
、
原
発
事
故
の
前
日
に
接

続
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
原
発
事
故
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
前
日
（
過
去
）

の
話
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
『
明
日
』
の
読
ま
れ
方
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。

二

本
文
と
典
拠
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

―
第
９
章
に
お
け
る

破
調
を
め
ぐ
る
議
論

『
明
日
』
の
９
章
に
お
い
て
、
突
然
、
小
説
の
素
材
で
あ
っ
た
は
ず
の
証

言
や
書
簡
が
、
直
接
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、〈
小
説
と
し

て
『
明
日
』
を
読
ん
で
き
た
私
は
こ
の
こ
と
に
対
し
違
和
感
を
も
っ
た
〉（
羽

原
譲
・
一
九
八
二
）

、〈
違
和
感
が
あ
っ
た
〉（
中
野
孝
次
・
一
九
八
二
）

、〈
こ

(13)

(14)

の
章
に
変
調
、
違
和
感
を
私
は
抱
く
〉（
渡
辺
澄
子
・
一
九
八
二
）

と
い
っ

(15)

た
形
で
、
発
表
当
時
か
ら
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
破
調
（
９
章

に
な
っ
て
、
小
説
中
に
何
の
断
り
も
な
く
、
証
言
等
が
引
用
さ
れ
る
と
い
う
書
き

方
の
不
統
一
）
が
生
ま
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
羽
原
譲
は
〈
原
爆
投
下
の
真

実
の
ま
え
に
、
一
切
の
虚
構
が
、
小
説
が
、
言
葉
が
空
し
く
吹
き
飛
ん
だ
の

で
は
な
い
か
〉
と
推
測
し
て
い
る

。
ス
リ
ア
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
も
〈
挿
入
さ

(16)

れ
た
被
爆
者
の
三
つ
の
証
言
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
無
く

し
、
小
説
で
は
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
を
描
き
出
す
〉

と
し
て
小
説

(17)

の
限
界
と
事
実
の
強
度
の
高
さ
を
示
し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小
説
の
限
界
を
見
る
解
釈
に
対
し
て
、
楠
田
剛
士
は
９
章
に

お
い
て
引
用
さ
れ
た
〈
二
つ
の
手
紙
〉
を
〈
八
月
八
日
ま
で
の
実
際
の
出
来

事
を
裏
付
け
る
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
手
紙
」
に
ま
つ
わ
る
挿
話
群
を
綴

じ
合
わ
せ
る
機
能
を
持
つ
も
の
〉
と
し
て
、
他
の
章
に
描
か
れ
る
手
紙
群
と

照
応
関
係
を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け
、〈「
事
実
」
の
資
料
に
依
拠
し
つ
つ
も
、

井
上
は
「
小
説
」
と
い
う
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
し
か
「
語
る
こ
と
の
で
き

な
い
」
も
の
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
〉
の
だ
と
反
論
し
て
い
る

。
ま
た
、

(18)

楠
田
は
『
明
日
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
で
は
〈
霧
の
ご
と
く
に
消
さ
れ
て
〉
し
ま
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っ
た
の
が
〈
父
や
母
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
元
で
は
〈
父
や
妹
〉
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、『
明
日
』
に
お
い
て
〈
典
拠
と
の
字
句
の
わ
ず
か
な
異

同
〉
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
り

、
こ
れ
を
改
変
と
見
る
か
、
誤

(19)

記
と
見
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
明
日
』
と
そ
の
典
拠
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
引
用
方
法
の

不
統
一
や
引
用
元
と
の
不
一
致
を
作
品
の
瑕
疵
（
欠
点
）
と
見
る
か
、
ひ
と

か

し

つ
の
表
現
技
法
と
見
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
『
明
日
』

が
証
言
や
手
紙
を
引
用
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
見
た

上
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三

構
成
を
ど
う
読
む
か

―
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
感
覚
と
そ
の
破
壊

川
西
政
明
が
〈
一
九
四
五
年
八
月
六
日
を
む
か
え
る
前
々
日
ま
で
を
描
い

た
「
壊
滅
の
序
曲
」
の
滅
亡
観
が
井
上
光
晴
の
「
明
日

―
一
九
四
五
年
八

月
八
日
・
長
崎
」
を
う
つ
す
一
つ
の
鏡
で
あ
る
〉
と
指
摘
し

、
楠
田
剛
士

(20)

も
〈
長
崎
の
「
壊
滅
の
序
曲
」
を
思
わ
せ
る
仕
掛
け
〉
で
あ
る
と
指
摘
し
た

通
り

、
そ
も
そ
も
原
爆
が
投
下
さ
れ
る
直
前
の
人
々
の
あ
り
さ
ま
を
再
現

(21)

す
る
こ
と
自
体
は
、
原
民
喜
「
夏
の
花
」
三
部
作
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、〈
原

子
爆
弾
が
こ
の
街
を
訪
れ
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
四
十
時
間
あ
ま
り
あ
っ
た
〉

と
結
ば
れ
て
い
る
「
壊
滅
の
序
曲
」（「
近
代
文
学
」
一
九
四
九
・
一
）
で
す
で

に
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。一
九
七
九
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た「
使

者
」
第
一
号
の
巻
末
（
奥
付
の
上
）
に
は
〈
小
説
／
一
九
四
五
年
八
月
七
日

／
井
上
光
晴
〉
と
い
う
「
次
号
予
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
見
る

と
、
井
上
光
晴
が
広
島
原
爆
の
二
日
前
ま
で
を
描
い
た
原
民
喜
「
壊
滅
の
序

曲
」
の
よ
う
に
、
長
崎
原
爆
の
二
日
前
に
あ
た
る
八
月
七
日
を
小
説
と
し
て

描
く
構
想
が
あ
っ
た
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
両

者
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
描

い
て
い
る
場
所
（
広
島
と
長

崎
）
や
登
場
人
物
の
数
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
「
壊
滅

の
序
曲
」
が
一
九
四
五
年
の

三
月
頃
か
ら
八
月
四
日
ま
で

を
ほ
ぼ
時
系
列
に
描
き
、「
夏

の
花
」
三
部
作
と
し
て
見
れ

ば
、
「
夏
の
花
」
（
被
爆
の
直

後
）
→
「
廃
虚
か
ら
」（
避
難

し
た
後
）
→
「
壊
滅
の
序
曲
」

（
被
爆
の
直
前
）
と
い
う
時
間

構
成
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
明
日
』
が
多
く
の
登
場
人
物
た
ち
に

と
っ
て
の
一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
あ
り
さ
ま
を
さ
ま
ざ
ま
に
描
き
な
が
ら

１
～
９
章
を
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
突
然
、
八
月
九
日
の
朝
に
辿
り
着

た
ど

く
章
を
０
章
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
時
間
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な

違
い
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
明
日
』
の
時
間
構
成
に
つ
い
て
、
野
崎
富
久
美
は
〈
未
来
を
予
測
す
る

能
力
を
持
た
ぬ
が
故
に
、
時
間
の
連
続
性
を
頼
み
に
生
き
続
け
る
し
か
な
い

人
間
の
姿
〉
を
描
き
、〈
未
来
に
対
し
て
全
く
無
力
な
人
間
に
立
ち
塞
が
っ

て
い
る
〝
明
日
〟
の
不
気
味
さ
を
、
作
品
の
向
こ
う
に
提
示
し
た
そ
の
視
点

の
大
き
さ
と
方
法
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
が
持
つ
独
自
性
な
の
だ
〉
と
論
じ
て

い
る

。
ま
た
、
ス
リ
ア
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
は
〈
最
終
章
は
序
列
に
従
わ
ず
、

(22)

「使者」第1号（1979・5）巻末「小説／一九四五年八

月七日／井上光晴」と次号の予告がなされている
、
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１
０
で
は
な
く
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ゼ
ロ
と
い
う
の
は
自
然
な
発
展

を
砕
く
、
無
に
す
る
、
破
壊
す
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
爆
心
地
を
表
す
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
か
ら
と
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
〉
と
論
じ
て
い
る

。
い
ず
れ
も
『
明
日
』
の
時
間
構
成
が
１
～
９
章

(23)

ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
連
続
的
（
日
常
的
）
な
時
間
感
覚
を
描

い
た
上
で
、
突
然
０
章
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
時
間
感
覚
の
破

壊
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。た

だ
し
、「
二
」
で
見
た
通
り
、『
明
日
』
の
小
説
と
し
て
の
破
調
は
９
章

の
時
点
で
起
こ
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
１
～
８
章
と
９
章
の
関

係
と
い
う
問
題
と
、
１
～
９
章
と
０
章
の
関
係
と
い
う
問
題
は
、
現
時
点
で

は
別
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
１
～
９
章
が
三
人
称
視
点
、
０
章
の
み
が

一
人
称
視
点
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
関
連

づ
け
て
『
明
日
』
の
構
成
を
捉
え
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と
言

え
る
。

四

「
再
現
」
の
死
角
を
ど
う
読
む
か

―
外
国
人
の
「
不
在
」

『
明
日
』
が
書
か
れ
た
同
時
代
的
な
背
景
に
は
、
一
九
八
二
年
一
月
に
出

さ
れ
た
「
核
戦
争
の
危
機
を
訴
え
る
文
学
者
の
声
明
」
も
あ
っ
た
。
井
上
光

晴
は
こ
の
声
明
の
中
心
人
物
で
は
な
い
が
、
署
名
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い

る
。
秋
沢
陽
吉
は
〈
季
刊
誌
『
使
者
』
最
終
号
は
「
核
の
危
機
」
を
特
集
し

て
応
じ
、
野
間
宏
が
「
終
刊
の
言
葉
」
を
記
し
た
。
人
類
生
存
の
危
機
に
つ

い
て
文
学
者
の
声
明
と
共
有
し
、
こ
の
危
機
に
い
か
に
し
て
真
の
文
学
創
造

を
す
す
め
て
行
く
べ
き
か
、
と
。
創
刊
号
で
予
告
し
て
か
ら
三
年
「
明
日
」

は
最
終
号
に
間
に
合
っ
た
〉
と
『
明
日
』
と
声
明
と
の
関
係
を
整
理
し
て
い

る

。
(24)こ

の
「
核
戦
争
の
危
機
を
訴
え
る
文
学
者
の
声
明
」
の
中
心
人
物
た
ち
が

編
集
世
話
人
と
な
っ
て
、
一
九
八
三
年
八
月
に
ほ
る
ぷ
出
版
か
ら
『
日
本
の

原
爆
文
学
』
全
一
五
巻
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
五
巻
『
日
本
の
原
爆
文
学
⑤

井
上
光
晴
』
に
『
明
日
』
も
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。『
日
本
の
原
爆

文
学
』
の
編
集
世
話
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
鎌
田
定
夫
は
〈『
明
日
』
に
は
書

か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
（『
明
日
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
浦
上
刑
務
所

―

中
野
注
）
に
は
、
中
国
人
三
十
三
人
、
朝
鮮
人
十
三
人
が
囚
わ
れ
て
お
り
、

日
本
人
の
収
監
者
三
十
三
人
と
と
も
に
爆
死
し
て
〉
い
る
の
で
あ
り
、〈
爆

心
地
か
ら
約
一
マ
イ
ル(

一
・
六
キ
ロ)

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
（
略
）
二
百
人
前

後
の
連
合
軍
捕
虜
〉
も
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、〈『
明
日
』
の
中
に
描
か

れ
た
原
爆
前
日
の
長
崎
〉
と
は
、〈
戦
争
を
遂
行
し
他
民
族
を
抑
圧
す
る
構

造
を
も
っ
て
い
た
〉
と
し
て

、『
明
日
』
を
肯
定
的
に
評
価
し
な
が
ら
も
、

(25)

そ
こ
に
い
た
は
ず
の
外
国
人
た
ち
の
姿
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

確
か
に
、『
明
日
』
に
は
〈
巨
済
島
か
ら
連
行
さ
れ
て
き
た
「
半
島
人
」

の
仲
間
が
あ
あ
や
っ
て
毎
晩
集
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
〉（
第
９
章
）
と
い
っ

た
形
で
し
か
外
国
人
の
姿
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
再
現
の
対
象
か

ら
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て

も
『
明
日
』
に
お
け
る
噂
話
の
働
き
に
注
目
し
た
楠
田
剛
士
が
〈
噂
話
や
デ

マ
に
は
、
広
島
に
落
と
さ
れ
た
「
新
型
爆
弾
」
の
ほ
か
、
召
集
、
出
征
、
配

給
、
疎
開
、
米
軍
上
陸
、
強
制
連
行
の
朝
鮮
人
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
〉
と

指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る

。
(26)

こ
の
再
現
の
空
白
を
補
う
よ
う
に
、
映
画
『TO

M
O

RRO
W

明
日
』（
一
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九
八
八
）
で
は
、
長
崎
で
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
朝
鮮
人
や
連

合
軍
捕
虜
た
ち
の
姿
を
描
い
た
挿

話
が
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
埴
谷

エ
ピ
ソ
ー
ド

雄
高
は
『
明
日
』
が
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
〈
満
足
し
な
い
〉、〈
井

上
は
テ
レ
ビ
と
か
映
画
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
俗
化
す
る
と
い
う
ふ
う
に

と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
〉
と
痛
烈
に
批
判
し
た
が

、『
明
日
』
の

(27)

映
画
化
は
単
に
〈
俗
化
〉
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
小
説
『
明
日
』
と
そ
の
映
画
化
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
、
舞
台
化
を

ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

注

初
出
は
「
使
者
」
一
二
号
（
一
九
八
二
・
二
）。
初
版
は
『
明
日

―
一
九
四

1
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』（
集
英
社
、
一
九
八
二
・
五
）。
そ
の
あ
と
『
日
本
の

原
爆
文
学
⑤

井
上
光
晴
』（
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
八
三
・
八
）
、『
井
上
光
晴

長
篇
小
説
全
集

』（
福
武
書
店
、
一
九
八
四
・
五
）
、『
明
日

―
一
九
四
五

14

年
八
月
八
日
・
長
崎
』（
集
英
社
文
庫
、
一
九
八
六
・
七
）
、『
昭
和
文
学
全
集

第

巻
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
・
七
）
、『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八

22

日
・
長
崎
（
大
活
字
本
シ
リ
ー
ズ
）』（
埼
玉
福
祉
会
、
一
九
九
五
・
一
〇
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
『TO

M
O

RRO
W

明
日
』（
黒
木
和
雄
監
督
、

ヘ
ラ
ル
ド
・
エ
ー
ス
＝
日
本
ヘ
ラ
ル
ド
映
画
配
給
、
一
九
八
八
年
公
開
）
と
し

て
映
画
化
、『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』（
せ
ん
ぼ
ん
よ
し
こ

監
督
、
日
本
テ
レ
ビ
、
一
九
八
八
年
八
月
九
日
放
映
）
と
し
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
、『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』（
劇
団
青
年
座
、
一
九
八
九

年
初
演
）
と
し
て
舞
台
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
第
二
九
回
（
昭
和
五
八
年
度
）

全
国
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
高
校
の
部
）」
課
題
図
書
に
も
選
定

さ
れ
た
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

2
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（「
近
代
文
学
論
集
」
二
〇
〇
九
・
一
一
）
一
二
二
頁
。

井
上
光
晴
「
あ
と
が
き
」（
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
集

3
英
社
、
一
九
八
二
・
五
）
二
一
二
―
二
一
四
頁
。

黒
古
一
夫
「
原
爆
文
学
論
」（
『
原
爆
と
こ
と
ば
』
三
一
書
房
、
一
九
八
三
・

4
七
）
九
二
頁
。

松
本
健
一
「
過
去
の
重
み
」（
「
井
上
光
晴
ノ
ー
ト

」『
井
上
光
晴
長
篇
小

5

14

説
全
集

』
福
武
書
店
、
一
九
八
四
・
五
付
録
）
八
頁
。

14

中
野
孝
次
・
長
岡
弘
芳
「
対
話
・
原
爆
文
学
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
文
学

解

6
釈
と
鑑
賞
』
一
九
八
五
・
八
）
一
六
―
一
七
頁
。

秋
山
駿
「
解
説
」（
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
集
英
社
文

7
庫
、
一
九
八
六
・
七
）
二
二
〇
頁
。

井
上
光
晴
は
ほ
か
に
も
〈
前
の
日
の
こ
と
を
洗
い
ざ
ら
い
調
べ
ま
し
た
。
気

8
候
か
ら
何
か
ら
で
す
。
洗
い
ざ
ら
い
と
い
っ
て
も
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で

す
が
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
ず
う
っ
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
行
き
ま
し
た
〉（「
悪
霊

の
時
代
に
」（
『
昭
和
文
学
全
集

第

巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
・
七
）
一
〇

22

五
一
頁
）、〈
ま
ず
大
橋
に
降
り
て
、
そ
の
地
図
を
頼
り
に
、
店
の
名
前
を
記
し

て
い
な
い
余
白
の
家
に
は
い
ち
い
ち
名
前
を
書
き
込
む
よ
う
に
し
て
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
当
っ
て
行
き
ま
し
た
〉（
「
『
明
日
』
の
現
場
」（
『
小
説
の
書
き
方
』
新

潮
社
、
一
九
八
八
・
八
）
七
五
頁
）
と
い
っ
た
自
作
解
説
を
し
て
い
る
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

9
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（
前
掲
）
一
二
七
頁
。

井
上
光
晴
「
あ
と
が
き
」（
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
集

10
英
社
文
庫
、
一
九
八
六
・
七
）
二
一
六
頁
。

秋
沢
陽
吉
「
井
上
光
晴
、
虚
構
の
あ
り
か
」（「
労
働
者
文
学
」
二
〇
一
五
・

11
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七
）
六
頁
。

河
村
義
人
「
「
戦
前
」
の
今
、「
反
戦
の
書
」
を
読
む

林
京
子
『
祭
り
の

12

16

場
』

井
上
光
晴
『
明
日
』
」
（
「
部
落
解
放
」
二
〇
一
八
・
一
〇
）
八
三
頁
。

羽
原
譲
「
書
評

動
か
ぬ
真
実

井
上
光
晴
『
明
日
』」（「
群
像
」
一
九
八
二
・

13
七
）
二
二
四
頁
。

中
野
孝
次
・
田
久
保
英
夫
・
高
橋
英
夫
「
読
書
鼎
談
」（「
文
藝
」
一
九
八
二
・

14
八
）
二
四
五
頁
。

渡
辺
澄
子
「
最
近
の
戦
争
文
学
か
ら
」（「
文
学
的
立
場
（
第
三
次
）」
一
九
八

15
二
・
九
）
七
八
―
八
四
頁
。

羽
原
譲
「
書
評

動
か
ぬ
真
実
」（
前
掲
）
二
二
五
頁
。

16

ス
リ
ア
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・

17
長
崎
』
」（
「
大
東
文
化
大
学
近
現
代
文
学
研
究
」
二
〇
〇
〇
・
三
）
五
四
頁
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

18
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（
前
掲
）
一
二
八
頁
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

19
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（
前
掲
）
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

川
西
政
明
「
マ
リ
ヤ
の
首

―
「
地
の
群
れ
」「
明
日
」
論
」（「
文
藝
」
一
九

20
九
二
・
八
）
二
三
五
頁
。

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お

21
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（
前
掲
）
一
二
一
頁
。

野
崎
富
久
美
「
作
品
を
読
む
と
い
う
こ
と
」（「
日
本
文
学
論
叢
」
一
九
九
三
・

22
三
）
一
五
頁
。

ス
リ
ア
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・

23
長
崎
』」（
前
掲
）
五
四
頁
。

秋
沢
陽
吉
「
井
上
光
晴
、
虚
構
の
あ
り
か
」（
前
掲
）
六
頁
。

24

鎌
田
定
夫
「
十
五
年
戦
争
と
原
爆
文
学
」（
『
反
核

―
文
学
者
は
訴
え
る
』

25
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
八
四
・
四
）
二
一
一
―
二
一
三
頁
。

楠
田
剛
士
「
方
法
と
し
て
の
噂
話

―
井
上
光
晴
の
原
爆
小
説
」（「
敍
説
Ⅲ
」

26
二
〇
一
二
・
六
）
二
八
頁
。
楠
田
は
「
う
わ
さ
」（
『
〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事

典
』
青
弓
社
、
二
〇
一
七
・
九
）
に
お
い
て
も
〈
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九

四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』（
集
英
社
、
一
九
八
二
年
、
三
五
三
頁
）
で
語
ら

れ
る
う
わ
さ
は
、
広
島
の
「
新
型
爆
弾
」
の
ほ
か
、
召
集
、
出
征
、
配
給
、
疎

開
、
ア
メ
リ
カ
軍
上
陸
、
強
制
連
行
の
朝
鮮
人
な
ど
数
多
い
〉
と
指
摘
し
て
い

る
。埴

谷
雄
高
・
瀬
戸
内
寂
聴
「
追
悼
対
談

全
身
小
説
家
・
井
上
光
晴
」（「
海

27
燕
」
一
九
九
二
・
八
）
。
引
用
は
『
狼
火
は
い
ま
だ
あ
が
ら
ず

井
上
光
晴
追

悼
文
集
』（
影
書
房
、
一
九
九
四
・
五
）
二
〇
九
頁
。

『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
日
・
長
崎
』
研
究
文
献
一
覧

【
一
九
八
〇
年
代
】

１

羽
原
譲
「
書
評

動
か
ぬ
真
実

井
上
光
晴
『
明
日
』」

（「
群
像
」
一
九
八
二
・
七
）
／
２

中
野
孝
次
・
田
久
保
英
夫
・
高
橋
英
夫
「
読

書
鼎
談
」（
「
文
藝
」
一
九
八
二
・
八
）
／
３

渡
辺
澄
子
「
最
近
の
戦
争
文
学
か

ら
」（「
文
学
的
立
場
（
第
三
次
）」
一
九
八
二
・
九
）
／
４

黒
古
一
夫
「
原
爆
文

学
論
」（『
原
爆
と
こ
と
ば
』
三
一
書
房
、
一
九
八
三
・
七
）
／
５

夏
堀
正
元
「
解

説

―
現
代
の
煉
獄
の
作
家
・
井
上
光
晴
」（
『
日
本
の
原
爆
文
学
⑤
井
上
光
晴
』

ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
八
三
・
八
）
／
６

鎌
田
定
夫
「
十
五
年
戦
争
と
原
爆
文
学
」

（『
反
核

―
文
学
者
は
訴
え
る
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
八
四
・
四
）
／
７

竹
内

実
「
解
説
」（
『
井
上
光
晴
長
篇
小
説
全
集

』
福
武
書
店
、
一
九
八
四
・
五
）
／

14

８

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
編『
考
え
る
読
書

第

回
中
学
・
高
校
の
部
』（
毎

29
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日
新
聞
社
、
一
九
八
四
・
五
）
／
９

中
野
孝
次
・
長
岡
弘
芳
「
対
話
・
原
爆
文

学
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
八
五
・
八
）
／
１
０

秋
山

駿
「
解
説
」（
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
集
英
社
文
庫
、
一
九

八
六
・
七
）
／
１
１

井
上
光
晴
「
悪
霊
の
時
代
に
」（
『
昭
和
文
学
全
集

第
22

巻
』
小
学
館
、
一
九
八
八
・
七
）
／
１
２

井
上
光
晴
「『
明
日
』
の
現
場
」（『
小

説
の
書
き
方
』
新
潮
社
、
一
九
八
八
・
八
）

【
一
九
九
〇
年
代
】

１
３

川

西
政
明
「
マ
リ
ヤ
の
首

―
「
地
の
群
れ
」「
明
日
」
論
」（「
文
藝
」
一
九
九
二
・

八
）
／
１
４

埴
谷
雄
高
・
瀬
戸
内
寂
聴
「
追
悼
対
談

全
身
小
説
家
・
井
上
光

晴
」（
「
海
燕
」
一
九
九
二
・
八
）
／
１
５

野
崎
富
久
美
「
作
品
を
読
む
と
い
う

こ
と
」（
「
日
本
文
学
論
叢
」
一
九
九
三
・
三
）
／
１
６

『
狼
火
は
い
ま
だ
あ
が

ら
ず

井
上
光
晴
追
悼
文
集
」（
影
書
房
、
一
九
九
四
・
五
）

【
二
〇
〇
〇
年
代
】

１
７

ス
リ
ア
ノ
・
マ
ヌ
エ
ラ
「
井
上
光
晴
『
明
日

―
一
九
四
五
年
八
月
八

日
・
長
崎
』」（「
大
東
文
化
大
学
近
現
代
文
学
研
究
」
二
〇
〇
〇
・
三
）
／
１
８

黒
古
一
夫
「「
原
爆
文
学
」
か
ら
「
核
文
学
」
へ
」（『
原
爆
は
文
学
に
ど
う
描
か
れ

て
き
た
か
』
八
朔
社
、
二
〇
〇
五
・
八
）
／
１
９

楠
田
剛
士
「
井
上
光
晴
『
明

日

―
一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』
に
お
け
る
「
再
現
」
の
問
題
」（「
近
代

文
学
論
集
」
二
〇
〇
九
・
一
一
）

【
二
〇
一
〇
年
代
】

２
０

楠
田
剛
士
「
方

法
と
し
て
の
噂
話

―
井
上
光
晴
の
原
爆
小
説
」（
「
敍
説
Ⅲ
」
二
〇
一
二
・
六
）

／
２
１

秋
沢
陽
吉
「
井
上
光
晴
、
虚
構
の
あ
り
か
」（「
労
働
者
文
学
」
二
〇
一

五
・
七
）
／
２
２

楠
田
剛
士
「
う
わ
さ
」（『〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
青
弓

社
、
二
〇
一
七
・
九
）
／
２
３

河
村
義
人
「
「
戦
前
」
の
今
、「
反
戦
の
書
」
を

読
む

林
京
子
『
祭
り
の
場
』

井
上
光
晴
『
明
日
』」（「
部
落
解
放
」
二
〇
一

16

八
・
一
〇
）

【
二
〇
二
〇
年
代
】

２
４

田
篭
良
太
「「
普
通
の
日
々
」
が
一

番
尊
い

『
明
日

一
九
四
五
年
八
月
八
日
・
長
崎
』

井
上
光
晴
」（
『
九
州
の

冊
』
九
州
文
化
協
会
、
二
〇
二
〇
・
三
）
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